
80年代中期、ネブサーフボードの斬新なデザイン、ハンドシェイプに魅了された、世界中のトップサーファー達から
サーフボードのオーダーが殺到していた。しかし当時ネブ1人で対応出来るオーダー数というのは限られていた為、
そこから彼は将来を見据えてコンピュータシェイプマシン作りの研究開発に時間を注ぎ、今現在世界中で幅広く使用
されているAKUシェイプマシンとAPS3000マシーンの先駆者となった。
2005/2006年にハイテクノロジー、地球に優しいサーフボード ファイヤーワイヤー社を創設する。2015年に
ケリースレーターがそのファイヤーワイヤー社を買収した。
今現在ネブは、彼自身の集大成として原点に戻っている。ハンドシェイプにこだわり、過去、現在、未来と今の自分の
繋がりを意識しながら、1978から1988年のレプリカを全てを、その時代の道具を使い、一本一本のサーフボードに
ソウルを込め、自宅のシェーピングルームで世界限定300本を製作中。派手な板がトレンドだったサーフィン黄金時代。
この時代のサーフボードは見た目がとても派手でクレイジーボード旋風が吹き荒れていた事はみんな記憶に残っている
だろう。
もし70年代のロングボードやシングルフィンなどの次のトレンドに乗りたいなら、パイオニアであるNevの80’sの
サーフボードがお勧めである。



1973年にウエスタンオーストラリアで、父のガレージで板を削り出し、オデッセイというネーミングにしたのが
彼のキャリアの皮切りとなる。1977にパーフェクトなバレルで有名なバーレーヘッズに起点を移し、1978年に
ネビルハイマンサーフボードズを設立。
そして1981年にNEV FUTURE SHARESを確立し、2005年からはファイヤーワイヤーを世界に発信することになる。



マンガ・バリーを筆頭に数多くのトップサーファー達をスポンサーしていた80年代。





サニー・ガルシア、クリスチャン・フレッチャーそしてピータードロウン達など、その時代に現役トップを走っていた
サーファー達はNevのチームライダーであった。
今回ネブが手掛ける限定のサーフボードは彼のチームライダーからのフィードバックを参考にデーター化し、厳選された
サーフボードとなっている。そんなレジェンドなサーファー達にとても感謝している。



Japan:1982年のバーレーヘッズで開催されたスタビーズの大会では、カンガ、ショウン、ポッツ、オッキー、
マイケル・ホー、デーン・ケアロハ達にサーフボードを提供していた。いつくかのボードを久我孝男と糟谷修自にも
提供し、久我はメインラウンドまで駒を進め、修自はトム・カレンのライディングの似ていると注目を集め日本の
サーファーを魅了した時代である。その結果を皮切りに日本でもNevが一気に知名度を上げることになる。
1983年から1987年までは茅ヶ崎の ERNIE’s と組みサーフボードを展開。来日をする度に湘南でサーフィンし、
シェイプをしていた。
そして1988年からは大阪のサーフプロジェクトを基点に代理店展開が始まり、東京のクリックサーフと名古屋の
ミックサーフが賛同し全国展開へと発信する事となった。








